
。 )t1報
〈平成g年g月 N四 〉

動物愛護週間・・・・ ........ . .. . .. . . .... . ..... ...... 2

保育所・幼稚園児募集・ . . .... .......... . . ... 3

女性だより... ..・ H ・.. . . . ....・ H ・....…...・ H ・ . . 4 ・ 5

国 保… ・ …・・… ・.. .. .・ H ・ ・-・ γ ・ 子H ・ H ・-…6

税金・…・… H ・ H ・-……...… -γ ・ H ・ . 7

保健……:十…・…… .. …8・ 9

社会教育…H ・ H ・.......・ H・-…・… t三… 10 ・ 11

同和教育・ストップいじめ … .~: . . γ… 12 
AlU4 

役場各課紹介(町民課) 仁子 13 
お知らせ ・ …; i礼子 .. 14

かわら版……・・・…....・ H・-・…ー…土… . 15

戸籍の窓・おめでとう・町民カレンダー- … .. 16

8月 1 日現在

世帯数 7，邸O( ー 2)

人口 22，512( ー 20)

男 10，753( ー 16)
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動
物
愛
護
週
間

。 ι ， -tÇ\.、

g
月
四
日
i

白
日

犬
も
猫
も
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る

。

AJ鍾盟;]

痴
呆
の
お
年
寄
り
ゃ
自
閉
症
の

児
童
が
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
で

豊
か
な
表
情
を
取
り
戻
す
例
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
犬
、
猫

は
、
人
の
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら

す
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

。

し
か
し
、

そ
の
陰
で
鳴
き
声
や
悪
臭
な
ど

ペ

ッ

ト
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え

ま
せ
ん

。

「
世
話
が
た
い
へ
ん
」
「
か

わ
い
く
な
く
な

っ
た
か
ら
」
と
、

安
易
に
飼
育
を
放
棄
す
る
例
も
あ

る
よ
う
で
す
。
問
わ
れ
て
い
る
の

は
飼
い
主
の
マ
ナ
l

。
命
あ
る
動

物
の
一
生
の
面
倒
を
見
る
強
い
自

覚
と
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

'
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.
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μ
い
い

飼
い
主
の
責
任

シ
ベ
リ
ア
ン
ハ
ス
キ

l
、

ダ
ル

メ
シ
ア
ン
な
ど

、

漫
画
や
映
画
を

き

っ

か
け
と
し
た
犬
ブ
ー
ム
が
続

き
ま
し
た

。

し
か
し
、
大
型
犬
は

毎
日
長
時
間
の
散
歩
や
運
動
が
必

要
な
上
、
食
費
が
人
間
一
人
分
を

上
回
る
こ
と
も
:
・。

成
長
し
て
世

話
を
し
き
れ
な
く
な

っ
た
と
い
う

話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

大
き
く
な
っ
て
か
わ
い
く
な
く

な
っ
た
か
ら
と
、
ペ

ッ

ト
を
捨
て

る
身
勝
手
な
飼
い
主
も
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
犬
・
猫
に
限
ら
ず
、
捨
て

ら
れ
た
ワ
ニ
や
へ
ビ
が
公
固
な
ど

で
発
見
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
悲
し
い
現
実
を
な
く

す
た
め
に
も
、
動
物
の

一
生
の
面

倒
を
見
る
と
い
う
覚
悟
が
、
飼
い

主
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

構
え
る
ト
ラ
ブ
ル

ペ
ッ

ト
に
関
す
る
苦
情
や
住
民

間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
都
市
部
や
集
合
住
宅
な

ど
で
、
飼
育
に
関
す
る
マ
ナ
ー
が

守
ら
れ
な
い
た
め
に
起
こ
る
問
題

が
多
い
よ
う
で
す
。

食
事
の
世
話
や
健
康
管
理
は
も

ち
ろ
ん

、

犬
の
係
留
、
む
だ
ぽ
え

に
対
す
る
し
つ
け
、
放
し
飼
い
を

し
て
い
る
猫
の
ト
イ
レ
の
し
つ

け
、
ふ
ん
尿
・
抜
け
毛
の
始
末
、

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
そ

の
た
め
の
制
限
措
置
も
飼
い
主
の

務
め
で
す
。

幼
い
動
物
へ
の
配
慮

小
犬
・
子
猫
は
、
生
ま
れ
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
母
親
と
一
緒
に
過

ご
す
時
聞
が
必
要
で
す
。
犬
や
猫

を
も
ら
っ
た
り
買
っ
た
り
す
る
の

は
、
生
後
七
十
日
く
ら
い
を
経
て

か
ら
が
適
当
。

小
犬
、
子
猫
は
こ
の

間
に
母
乳
か
ら
伝
染
病
の
免
疫
を

得
た
り

、

生
き
る
た
め
に
必
要
な

習
性
を
学
ん
だ
り
す
る
の
で
す
。

「
小
さ
く
て
か
わ
い
い
盛
り
だ
か

ら
」
と
、
生
後
四
十
日
に
満
た
な

い
小
犬
や
子
猫
が
ペ
ッ

ト
シ
ョ

ッ

プ
の
店
頭
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
心
身
と
も
健
全
な

動
物
の
成
長
の
た
め
、
離
乳
前
の

売
買
や
譲
渡
は
な
る
べ
く
控
え
る

べ
き
で
す

。

し
つ
け
の
大
切
さ

家
族
と
同
様
の
愛
情
を
も
っ
て

ペ
ッ

ト
に
接
す
る
こ
と
が
必
要
な

一
方
、
動
物
と
し
て
持

っ

て
生
ま

れ
た
本
能
や
習
性
に
も
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
極
端

に
か
わ
い
が
ら
れ
甘
や
か
さ
れ
た

犬
は
、
人
聞
を
自
分
よ
り
「
格
下
」

と
認
識
し

、

飼
い
主
の
命
令
を
聞

か
な
く
な
り
ま
す

。

大
事
に
さ
れ

過
ぎ
る
こ
と
で
、
自
分
が
群
れ
(
家

族
)
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
錯
覚

す
る
の
で
す
。

犬
に
は
き
ち
ん
と
し
た
「
し
つ

け
」
が
必
要
で
す

。

し
つ
け
や
訓

練
が
で
き
な
い
ま
ま
成
長
し
、
子

に
お
え
な
く
な

っ

て
手
放
す
と
い

う
結
末
は
、
人
に
と

っ

て
も
犬
に

と

っ

て
も
不
幸
で
す
。

生
後
二
か
月
く
ら
い
か
ら
「
人

に
対
す
る
従
順
な
態
度
弓
人
を
か

ま
な
い
」
「
む
だ
ぽ
え
し
な
い
」
「
ト

イ
レ
」
な
ど
の
基
本
を
、
き
ち
ん

と
教
え
込
む
こ
と
が
大
切
で
す

。

-v 

愛
情
だ
け
で
動
物
を
飼
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
飼
育
に
伴
う
さ

ま
ざ
ま
な
手
聞
や
ト
ラ
ブ
ル
を
十

分
に
考
え
、
経
済
的
な
負
担
や
住

環
境
も
見
据
え
た
上
で
、
あ
な
た

の
新
し
い
家
族
|
|

ペ
ッ

ト
を
迎

え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時九

月
十
四
日
制

(
小
雨
決
行
)

場
所重

信
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ぼ
ち
ゃ
搬
入
日
時

九
月
十
三
日
出

午
前
九
時
1
午
後
五
時

九
月
十
四
日
間

午
前
七
時
i

九
時

か
ぼ
ち
ゃ
搬
入
場
所

両
日
と
も
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場

※
搬
出
は
必
ず
翌
日
十
五
日
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
左
記
の
と
お
り
、
会

場
周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。
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平
成
十
年
度
の
町
立
保
育
所
入

所
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

入
所
資
格

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の

理
由
の
た
め
家
庭
で
の
保
育
に
欠

け
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

ω
畳
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

仰
向
性
一
間
に
家
庭
内
で
子
供
と
離
れ

て
働
い
て
い
る
。

ω
妊
娠
中
か
出
産
後
、
聞
が
な
い
。

凶
病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
を
有

す
る
。

同
病
人
等
の
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
。

附
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

入
所
手
続

申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
。
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
保
育
所

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
八

日
ま
で

。

6ι ‘すれ;;3 

所

(
出
産
等
の
理
由
で
途
中
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
も
、
期
間
内
に
申

請
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
)

保
育
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
四
時
ま

で
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
と
認
め

る
場
合
に
限
り
、
早
朝
・
延
長
保

育
を
い
た
し
ま
す
。
(
た
だ
し
、
土

曜
日
は
正
午
ま
で
で
す
。
)

保
育
料

各
家
庭
の
課
税
状
況
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役

場
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
二
五
二
)

保育所名 入所可能年院 電話

双葉保育所 11 ヶ月~ 964-2233 

南吉井保育所 6ヶ月一 964-2235 

南吉井第二保育所 11 ヶ月~ 964-3122 

拝志保育所 l歳~ 964-3003 

上林保育所 3歳~ 964-6111 

幼

平
成
十
年
度
の
幼
稚
園
児
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
園
資
格

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
在
住
し

て
い
る
幼
児
。
年
齢
は
次
の
と
お

り
で
す
。

-
一
年
保
育
(
五
才
児
)

平
成
四
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
五
年
四
月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

-
二
年
保
育
(
四
才
児
)

平
成
五
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
六
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

-
三
年
保
育
(
=
一
才
児
)

平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
七
年
四
月
一
日
の
聞
に
生

ま
れ
た
幼
児
。

稚
諸
費
用

入
園
料
(
入
園
時
)

保
育
料
(
月
額
)

そ
の
他
の
諸
費

入
国
手
続

各
幼
稚
園
に
あ
る
入
園
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
幼
稚
園

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

受
付
期
間

十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
八

日
ま
で
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
教
務
課

ま
た
は
各
幼
稚
園
ま
で

。

教
育
委
員
会
冨
九
六
四
l

一
五O
O
刊

重
信
幼
稚
園
雷
九
六
四
l

三
O
九
二

北
吉
井
幼
稚
園
冨
九
六
四l五
九
五
二

五
、0
0
0
円

四
、0
0
0
円

給
食
費
等

保育所・幼稚園マッフ。

9月 21 日 (日).......30 日 (火)

食
品
の
製
造
・
加
工
技
術
の

高
度
化
、
流
通
・
消
費
形
態
の

多
様
化
な
ど
、
食
環
境
の
変
化

に
よ
り
食
中
毒
の
発
生
状
況
が

流
動
化
し
て
い
る
な
か
で
、
依

然
と
し
て
、
集
団
食
中
毒
が
九

月
に
多
発
す
る
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

次
の
三
つ
の
こ
と
を
原
則
と

し
て
、
基
本
的
な
衛
生
習
慣
を
守

り
、
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
菌
を
つ
け
な
い
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い
。

③
菌
を
殺
す
。

秋の全国交通安全運動<væベ江島匂かモか宅島宅か屯定VOJ

日
時
十
月
一
日
附
・
二
日
嗣

午
前
九
時
i

午
後
四
時

(
二
日
は
午
後
三
時
ま
で
)

と
二
ろ愛

媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

(
箆
信
町
下
林
冨
九
六
四

l

五
八
六
七
)

新
し
い
花
・
珍
し
い
花
の
紹

介
、
花
き
展
、
趣
味
園
芸
展
、
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
展
、
い
け
ば
な

展
、
押
し
花
展
、
ハ
ー
ブ
展
な
ど

花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト

ポ
ッ
ト
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
両
日

先
着
五
百
名
)
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ツ
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婦

人
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伊
予
三
島
市
を
訪
ね
て

本
年
度
の
婦
人
会
の
役
員
研
修

と
し
て

、
私
達
が
一
昨
年
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
不
用
品
情
報
登
録

制
度
を
、
平
成
四
年
度
か
ら
実
施

し
、

実
績
を
あ
げ
て
い
る
伊
予
三

島
市
へ
研
修
に
行
き
ま
し
た

。

市
保
健
環
境
課
の
方
か
ら
、
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
制
度
の
趣
旨
、
シ

ス
テ
ム
、
取
り
扱
う
品
物
、
情
報

等
の
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

私
達
婦
人
会
で
は
、
ま
だ
手
探

り
の
現
状
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と

参
考
に
な
り
、
ま
た
行
政
が
中
心

に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
伊
予
三
島

市
が
、
半
ば
う
ら
や
ま
し
く
思
え

ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
は
、
婦
人
会

が
頑
張
っ
て
、
も
っ
と
町
民
の
皆

様
へ
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

研
修
の
あ
と

、

紙
の
町
独
特
の

に
お
い
の
す
る
な
か
、
観

音
寺
市

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
琴
弾
荘
で
、

温
か
い
お
も
て
な
し
の
昼
食
を
い

た
だ
き
、
四
国

霊
場
六
八
番
六
九

番
と
お
参
り
を
し
、
暑
さ
の
な
か

琴
弾
山
項
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

山
項
か
ら
は
、
眼
下
に
銭
形
砂
絵
、

ま
た
海
の
向
こ
う
に
は
遠
く
広
島

が
見
渡
せ
ま
し
た
。
瀬
戸
の
小
島

を
渡
っ
て
来
る
快
い
風
で
、
暑
さ

を
忘
れ
る
思
い
で
し
た
。

少
し
散
策
を
し
て
、
お
世
話
に

な
っ
た
琴
弾
荘
の
方
々
に
お
別
れ

を
告
げ
、
二
時
間
後
に

重
信
町
へ

帰
り
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
、
ゴ
ミ
問
題
が
深
刻

化
し
つ
つ
あ
る
な
か
、
こ
の
リ
サ

イ
ク
ル
の
研
修
は
、
と
て
も
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(
婦
人
会

藤
田

清
子
)

中
央
レ
一
言

.
I

ス
学
級

伊予三島市へ研修

商
店
園
内
民
拾
則
自
羽
目

F
}

剥
附ω
=
=一
-
-
z
n
z
r
E
l

〆
』

健
康
体
操

重
信
町
中
央
レ
デ
ィ

ー
ス

学
級

で
は
、
本
年
度
第
二
回
目
の
講
座

と
し
て
、
重
信
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た

。

生
活
環
境
課
の
職
員
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
、
ビ
デ
オ
を
見

て
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

重
信
川
に
沿

っ
て
さ
か
の
ぼ

り
、
や
が
て
、
山
之
内
に
入
り
ま

し
た

。
右
手
山
聞
か
ら
、
高
い
煙
突
が

見
え
ま
し
た
が
、
煙
は
見
え
ま
せ

ん
。
完
全
燃
焼
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
な
ど
の
有
害
ガ
ス
に
つ
い
て
も

基
準
数
値
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

新
し
い
建
物
に
着
く
と
、
正
門

横
に
公
害
監
視
装
置
が
あ
り
、
排

ガ
ス
の
状
態
が

一
目
で
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
制
御

室
で
は
、

職
員
四
人
に
よ
る
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
管
理
が
行
わ
れ
、
ご
み

を
入
れ
、
削
℃
以
上
の
燃
焼
ス
ト

ー
カ
で
完
全
燃
焼
、
灰
な
ど
は
無

害
化
処
理
す
る
ま
で
、
全
部
自
動

で
出
来
て
お
り
、
処
理
さ
れ
た
も

の
は
埋
立
地
へ
と
運
ぶ
そ
う
で
す
。へ
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団
を
ご
存
じ
で
す
か
?

重
信
町
で
は
、
高
校
、
中
学
校
、

小
学
校
(
四
年
生
以
上
)
は
、学
校

ぐ
る
み
で
青
少
年
赤
十
字
奉
仕
団

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
約
二
百
七
十
余
名
の
重

信
町
赤
十
字
奉
仕
団
員
が
、
赤
十

字
社
員
の
増
強
、
海
外
義
援
金
及

び
N
H
K

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

集
め
等
の
手
伝
い
、
献
血
活
動
の

手
伝
い
、
養
護
学
校
訪
問
等
い
ろ

い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

闘

っ
て
い
ま
す
。

=

重
信
町
が
住
み

i

計
良
い
町
で
あ
る
よ

い
が
う
願
っ
て
活
動
し

園長
て
い
ま
す
の
で
、

圃
聞
拍
也

」
州
み
な
さ
ん
の
ご
協

一

桝
力
を
お
願
い
い
た

山清
し
ま
す。

』
佳
(
委
員
長

話
平
岡
初
美
)

社品

\
)
A
，w
ル

手
ご

J
A崎作 h

'

i当

事

仕

園

住
み
よ
い
町
を
め
ざ
し
て

七
月
十
六
日
、
町
内
の
各
小
学

校
の
P
T
A

に
呼
び
か
け
、
若
い

お
母
さ
ん
達
と
一
緒
に
、
「
町
長
を

囲
む
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

始
め
に
、
町
長
か
ら
、
不
燃
物

ご
み
モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
て
分忍

41A
W
 

『0
1

別
収
集
の
取
り
組
み
が
始
ま
る
こ

と
。
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
重
信
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
現
状
。
下
水
道
集

未
処
理
場
の
計
画
。
順
次
完
成
し

て
い
る
総
合
公
園
。
町
民
の
念
顕

で
あ
る
新
庁
舎
に
つ
い
て
、
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文

続
い
て
、
某
小
学
校
で
は
、
各

学
年
児
童
二
名
ず
つ
十
二
名
の
学

年
を
越
え
た
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
一
戸
挨
拶
は
、
現
在

も
奨
励
し
て
い
る
が
、
子
供
を
巻

き
込
ん
だ
凶
悪
事
件
の
影
響
で
、

自
衛
手
段
と
し
て
、
知
ら
な
い
人

に
近
づ
か
な
い
、
付
い
て
行
か
な

い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

幼
稚
園
の
駐
車
場
に
つ
い
て

等
、

学
校
、
子
供
、
そ
し
て
地
域
に
つ
い

て
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

女
性
塾
か
ら
は
、
中
国
の
小
学

校
と
の
絵
画
交
流
、
環
境
活
動
等

に
つ
い
て
報
告
、
ま
た
ご
み
減
量

の

一
助
に
と
、
ボ
カ
シ
を
出
席

者

に
差
し
上
げ
ま
し
た
。

わ
が
町
も
、
住
民
参
画
型
の
行

政
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
を
実
感

す
る
と
共
に
、
若
い
人
達
と
手
を

取
り
合
っ

て
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
協
力
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
た
一
日
で
し
た

。

私
達
は
、
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
て
い
ま
す

。

関
心
の
あ
る
方
、
ご

一
緒
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

(
塾
生
)

イ生

塾

へ

公
害
を
出
さ
な
い
よ
う
、
ご
み

出
し
の
ル
l

ル
を
守
り
、
き
れ
い

な
水
、
豊
か
な
緑
を
、
い
つ
ま
で

も
守
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
五
日
、
台
風
の
影
響

か
風
の
強
い
日
で
し
た
が
、
「
熟
年

女
性
の
健
康
体
操
」
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

T
O
M
O
R
R
O
W
の
浅
海
久
美

先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
楽
し
く

実
技
を
行
い
ま
し
た

。

皆
さ
ん
か
ら
だ
が
柔
ら
か
く
、
普

段
か
ら
健
康
に
は
気
を
つ
か
っ
て

い
る
の
だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。

最
後
に
リ
ラ

ッ

ク
ス
出
来
る
自

律
訓
練
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

か
ら
だ
が
若
返
っ
た
様
で
し
た
。

動
い
た
後
の
き
わ
や
か
さ
を

実

感
し
な
が
ら
、
歩
き
方
や
姿
勢
に

よ

っ

て
起
こ
る
不
調
部
分
も
自
ら

治
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た

。
ア
ッ
と
い
う
聞
の
二
時
間
が
過

ぎ
て
し
ま
い
、
残
念
で
し
た
。

(
副
委員
長

山
崎
満
智
子
)
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歩
こ
う
歩
こ
う

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
で
健
康
、
つ
く
り

。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
秋
は
運
動
す
る
に
は
絶

好
の
季
節
で
す
。
特
に
十
月
十
日

は
体
育
の
日
で
す
。
な
ぜ
こ
の
日

が
体
育
の
日
に
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
昭
和
三
十
九
年
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
た
日
だ
か
ら

で
す
。

運
動
に
は
、
病
気
を
予
防
し
た

り
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
運
動
は
無

理
な
く
継
続
し
て
や
る
こ
と
が
肝

心
で
す
。
こ
の
日
を
契
機
に
家
族

や
近
所
の
仲
間
を
誘
っ
て
、
楽
し

く
運
動
に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が

で
す
か
。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

誰
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る
、
一
番

手
軽
で
安
全
な
運
動
法
で
あ
る
ウ

オ
|
キ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
次
の
も
の
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
は
近
所
を
散
歩
す

る
つ
も
り
で
、

ま
せ
ん
か
。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(
一
日
五
回
ず
つ
)

が
記
録
で
き
ま
す

。

重
信
町
か
ら

札
幌
市
ま
で
の
二
千
五
百
同
を
記

録
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
反
射
テ
l

プ
付
き
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
の
た
め
、
光
る

タ
ス
キ
を
希
望
者
の
方
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

八
月

一
日
現
在
、
七
百
三
十
四

名
の
方
が
登
録
し
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
歩
い
て
い
ま
す
。
歩
い

た
距
離
が
五
百
回
に
な
れ
ば
銅
メ

ダ
ル
、
千
五
百
回
で
銀
メ
ダ
ル
、

二
千
五
百
加
の
ゴ
l

ル
到
着
者
に

は
金
メ
ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課
国
保
係

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間

気
軽
に
始
め
て
み

一
い
や
遺
棄
審
議

一枚…禽
富

一
…
…
一
一
川

封

1
d
)
\ん
咋
泣
い
魚
川
句
作
戸
川
川
一
次
ぃ
尚
一
品
川
か

A
M
T一V
1川
、
中
凡
だ

く
く

;
i

j
i

i

く
く
く

と
共
こ
、
運
動
療
法
が
大
切
で
す
。

成
人
病
予
防
と
運
動

l

こ
の
場
合
、
は
げ
し
い
運
動
よ
り

歩
く
こ
と
の
よ
う
な
、
軽
い
運
動

が
よ
く
、
よ
く
歩
く
と
血
液
循
環

が
よ
く
な
っ
て
騨
臓
に
よ
い
影
響

を
与
え
、
ま
た
、
筋
肉
の
中
の
イ

ン
ス
リ
ン
の
作
用
が
強
ま
り
、
血

糖
値
が
下
が
り
ま
す
。

高
血
圧

運
動
す
る
と
、
血
液
の
流
れ
は

盛
ん
に
な
り
、
運
動
中
に
は
血
圧

は
上
が
り
ま
す
が
、
血
流
で
、
末

梢
の
血
管
ま
で
拡
張
し
て
通
過
性

が
よ
く
な
る
た
め
、
血
圧
は
下
が

り
ま
す
。
高
血
圧
の
人
に
は
、
歩

く
こ
と
は
、
い
ち
ば
ん
危
険
の
少

な
い
効
果
的
な
運
動
で
す
。
軽
度

の
高
血
圧
の
人
な
ら
、
毎
日
一
時

間
程
度
規
則
的
に
歩
け
ば
、
血
圧

は
安
定
し
ま
す
。

肥
満速

歩
で
一
時
間
歩
く
と
二
百
五

十
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
が
消
費
さ
れ
ま

す
。
歩
行
な
ど
の
軽
い
運
動
で
皮

下
脂
肪
を
燃
焼
し
、
減
量
の
効
果

が
出
る
に
は
、
最
低
三
十
分
く
ら

い
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

減
量
す
る
場
合
に
は
、
一
日
に
七

1

八
千
歩
、
で
き
れ
ば
一
万
歩
を

速
足
で
歩
け
ば
効
果
が
出
ま
す
。

運
動
す
る
と
、
体
内
で
た
く
さ

ん
の
酸
素
を
消
費
し
ま
す
。
こ
の

酸
素
を
補
う
た
め
に
肺
は
活
発
に

働
き
、
空
気
中
の
酸
素
を
一
生
懸

命
血
液
に
送
り
こ
み
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
血
液
を
、
心
臓
が
力
強

く
鼓
動
し
て
体
内
の
す
み
ず
み
ま

で
送
り
届
け
ま
す
。
こ
の
結
果
、

心
臓
、
肺
、
血
管
が
強
化
さ
れ
ま

す
。
又
、
血
流
が
盛
ん
に
な
り
、

血
管
の
弾
力
性
が
増
し
、
毛
細
血

管
が
発
達
す
る
た
め
血
圧
が
安
定

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
適
度
の
運
動

は
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

(
H
D

L
)
を
増
や
す
効
果
が
あ
り
、
成

人
病
予
防
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。

歩
い
て
防
ご
う
治
そ
う

心
臓
病

歩
く
と
血
液
の
循
環
が
よ
く
な

り
、
血
管
の
弾
力
性
が
高
ま
っ
て

血
圧
は
下
が
り
ま
す
。
ま
た
、
毛

細
血
管
が
増
え
血
流
が
よ
く
な
り

ま
す
。
歩
い
て
運
動
す
る
こ
と
は

心
臓
疾
患
の
発
病
を
防

ぐ
点
で
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病

糖
尿
病
の
治
療
に
は
食
事
療
法

免
除
を
受
け
た

保
険
料
は
追
納
を
/

皆
さ
ん
は
、
過
去
に
国
民
年

金
保
険
の
免
除
制
度
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
か

。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
を

受
け
取
る
際
に
必
要
な
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は

%
の
金
額
に
な
り
、
受
け
取
る

年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
、
有
利
な
年
金
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現

在
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方

が
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
に

つ
い
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
「
追
納
制
度
」
は
、
保

険
料
を
納
め
よ
う
と
す
る
月
か

ら
過
去
十
年
間
ま
で
の
聞
で
免

除
さ
れ
た
古
い
月
か
ら
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
方
法
や
納
め
る
保

険
料
の
金
額
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
福
祉
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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固
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
が
、
対
象
と
な
る
資
産
の
状
態

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
税
が
ど

う
な
る
の
か
、
ま
た
、
税
の
し
く

み
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
な
ど
、
日
頃
い
ろ
い
ろ
な

ご
質
問
を
よ
く
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら

代
表
的
な
も
の
を
整
理
し
て
み
ま

し
た
。

Q
1

土
地
の
固
定
資
産
税
が
毎

年
上
が
る
の
は
?

A

土
地
の
評
価
替
え
に
伴
っ
て

税
負
担
が
一
挙
に
増
加
す
る
の

を
緩
和
す
る
た
め
、
税
の
負
担

水
準
を
基
準
と
し
た
段
階
的
な

負
担
調
整
措
置
が
適
用
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

平
成
九
年
度
か
ら
十
一
年
度

cι ‘ fp. 〉

ま
で
に
つ
い
て
は
、
宅
地
の
場

合
で
す
と
毎
年
度
の
税
負
担
の

増
加
が
最
高
十
五
%
を
超
え
な

い
範
囲
で
負
担
調
整
措
置
を
講

ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

。

(
負
担
調
整
措
置
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
八
月
号
広
報
を
ご
覧

下
さ
い
。
)

Q
2

土
地
の
値
段
が
下
が
っ
て

も
税
が
上
が
る
の
は
?

A

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
か

ら
土
地
(
宅
地
)
の
評
価
額
は
、

地
価
公
示
価
格
の
七
割
程
度
を

目
途
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
た
め
、
本
町
の
場
合
評
価

額
が
平
均
で
そ
れ
ま
で
の
七
倍

近
く
上
昇
し
ま
し
た

。

こ
の
た
め
、
以
後
毎
年
急
激

な
税
負
担
の
増
加
を
緩
和
す
る

た
め
の
負
担
調
整
措
置
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

評
価
額
と
課
税
標
準
額
に
は
大

方
の
宅
地
で
大
き
な
聞
き
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
新
評
価
額
が
下

落
し
た
場
合
で
も
、
な
お
前
年

の
課
税
標
準
額
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
と
な
り
、
大
部
分
の
宅

地
で
税
は
引
き
続
き
な
だ
ら
か

に
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
3

年
の
中
途
で
土
地
の
売
買

が
あ
っ
た
場
合
は
?

A

賦
課
期
日
(
毎
年
一
月
一
日
)

現
在
、
登
記
簿
に
所
有
者
と
し

て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
が
当
該

年
度
分
の
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登

記
さ
れ
て
い
る
人
が
賦
課
期
日

前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
等
に

は
、
そ
の
相
続
権
者
等
が
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
般
に
売
主
と
買

主

の
間
で
固
定
資
産
税
を
月
割
按

分
し
て
負
担
す
る
こ
と
も
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
あ
く

ま
で
も
年
税
と
し
て
賦
課
期
日

現
在
の
登
記
簿
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
按

分
の
場
合
の
月
数
計
算
に
つ
い

て
の
定
め
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
4

地
目
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
?
-

A

課
税
上
の
地
目
は
、
原
則
と

し
て
賦
課
期
日
現
在
の
現
況
に

よ
り
決
定
し
、
地
目
に
よ
っ
て

評
価
額
が
異
な
り
ま
す
。
従
っ

て
評
価
替
の
年
だ
け
で
な
く
中

間
年
で
あ
っ
て
も
地
目
に
変
更

が
あ
れ
ば
税
額
が
変
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
況
に
変
更
が
な
い

場
合
で
も
、
農
地
転
用
許
可
を

受
け
た
場
合
等
は
課
税
地
目
が

変
更
に
な
り
ま
す
。

Q
5

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
な

か
な
か
下
が
ら
な
い
の
は
?

A

家
屋
は
三
年
に
一
度
の
評
価

替
え
に
よ
り
評
価
額
を
見
直
す

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
評
価

替
え
の
し
く
み
は
、
建
築
物
価

の
変
動
を
反
映
し
た
新
し
い
単

価
を
適
用
し
て
、
評
価
の
対
象

と
な
っ
た
家
屋
と
同
じ
も
の
を

新
築
す
る
場
合
の
建
築
費
(
再

建
築
価
格
)
を
算
出
し
、
こ
れ
に

建
築
後
の
年
数
の
経
過
に
よ
る

老
朽
化
に
伴
う
減
価
を
加
味
す

る
た
め
の
経
年
減
点
補
正
率
を

乗
じ
て
、
現
在
の
価
格
を
算
定

す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
額
が
評
価
替

え
前
の
価
額
を
超
え
る
場
合

は
、
通
常
、
評
価
額
は
評
価
替
え

前
の
価
格
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
物
価
上

昇
局
面
で
は
、
そ
の
上
昇
率
の

方
が
、
老
朽
化
に
よ
る
経
年
減

点
補
正
率
を
上
回
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
結
果
、
評
価
額
の
据

え
置
き
が
続
い
て
、
税
が
下
が

ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
B

固
定
資
産
税
が
急
に
高
〈

な
っ
た
の
で
す
が
?

A

新
築
の
住
宅
が
二
疋
の
要
件

を
充
た
す
場
合
は
、
一
般
住
宅

で
新
築
後
三
年
度
分
、
三
階
建

以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
で
新

築
後
五
年
度
分
に
限
り
、
税
額

の
一
部
ま
た
は
全
部
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減

額
措
置
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、

税
額
が
急
に
高
く
な
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

Q
7

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告

義
務
と
は
?

A

住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
税

の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
か

ど
う
か
把
握
す
る
た
め
、
所
有

者
に
申
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
事
項

は
、
住
宅
用
地
の
所
有
者
の
異

動
、
面
積
の
増
減
、
用
途
の
変

更
、
家
屋
の
新
増
改
築
、
取
壊

し
、
構
造
用
途
の
変
更
、
所
有

者
の
変
更
等
と
な
っ
て
お
り

、

申
告
す
べ
き
事
項
に
異
動
が
な

い
場
合
を
除
き
、
毎
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
に
申
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
家
屋
の
課
税
誤
り
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
有
効

で
す
の
で
、
変
更
等
の
あ
っ
た

方
は
税
務
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

以
上
、
日
頃
お
問
い
合
わ
せ

の
多
い
事
項
を
中
心
に
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
、
お
知
り
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
税
務
課
資
産
税
係
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。
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、

申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話
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四
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七
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ま

た
は冨
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四
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コ
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基本健康診査
検査日 受付時間 場所 診察相敵目 受付時間 場所

9 月 11 日 9 月 26 日
9:00-11 :30 町民会館 9:00-11: 30 町民会館

" 1 2 日 " 29 日

1 0月 22 日 " " 11月 7 日 " " 
内 容 内 甘....... 

問診 ・ 身体計測・血圧ìälJ定・検尿・血液検査 診察(医師)、生活相談(保健婦)、
〈全員〉総コ レ ス テ ロール ・ HDLコ レステ ロー 栄養相談(栄養士)

/レ ・ 中性脂肪・肝機能検査・ 腎機能検
査・尿酸・血糖検査

〈必要な人〉 心電図検査・眼底検査・へモ グ ロ
ビンAIC ※希望者には体脂肪測定を行います。

-対象者 40才以上の方 -料金 無料
-持参品 健康手帳 (40才以上の方に、 診察・相談日に発行・ しています。)

-受診方法 直接健診場所へお越 し下さい。

-その他 ①検査を正確に行うため空腹でお越し下さい。
②検査日に全ての検査を行い、診察日に結果をお知らせ します。
③ご都合の良い日及び場所で受診して下さい。

月 日 受付時間 場所

9 月 16 日 ~19 日 7 : 30-9 : 30 町民会館

10 月 8 日、 9 日 8:40-10:00 " 
対象 40歳以上の方

料金 胃がん検診 800円

大腸がん検診 400円

胃がん・大腸がん検診
場所

町民会館

前立腺がん検診
月 日 | 受付時間

10 月 2 日 113 : 00 -15 : 30 

200円料金55歳以上の男性対象

月 日 受付時間 場所

10 月 8 日 113: 00-14: 0。 町民会館

対象 30歳以上の女性

料金 子宮頚がん検診 500円
手しがん検診 100円

甲骨乳がん検診には、パスタオルが必要です。

子宮頚がん・乳がん検診

実施日 1 9月 1 日一 11 月 30 日
対象者 | 昭和12年生 ま れ

6月に送付した受診券をよく読み持参の上、指定
医療機関で受診 して下さい。
⑧既に町での基本健康診査・ 胃がん検診を受けた方は、個別健康診
査を受けることはできません。

個別健康診査(ミ二人間ドック)

安老人保健医療受給者証をお持ちの方は、 前立腺がん
検診以外のがん検診が無料で受診できます。 (当日受付
に受給者Eを提示して下さい。 )

ご
み
め
分
別
収
集
に
つ
い
v
τ

j

モ
デ
ル
事
業
実
施
中
j

年
々
増
え
続
け
る
ご
み
。

重
信
町
で
は
、
ご
み

を
減
ら
す
た
め
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
昨
年

度
か
ら
燃
や
す
ご
み
の
指
定
袋
制
度
を
導
入
し

た
結
果
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
徐
々
に
減

少
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
第
二
段
階
と

し
て
、
不
燃
物
類
の
分
別
収
集
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

実
施
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
現

在
、
横
河
原
区
及
び
田
窪
田
地
区
の
両
地
区
で
、

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

。

概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

燃やさないごみ分別収集モデル事業概要
実施地区名 横河原 田窪田地

分別及ぴ出す日 空缶・金属類 空缶・金属類 毎月第1 ・ | 
ぴん ・ ガラス類 毎月第1 ・ ぴん ・ ガラス類 第3 日曜日

ペッ ト ボ ト ル 第3 日曜日 ベットボトル 毎月第2 ・

そ の他 そ の他 第4 日曜日

出す時間 午前6時から午後6時まで 午 ijîj7時から午後6時まで

出し方 透明袋を使用 透明袋を使用
袋への記名を実施

分別収集実施に伴う 毎月第4 日曜日 毎月第4 日眼目

粗大ごみの出す日

策 「不燃物」 から 「燃やさないごみ」 へ名称を変更。

なお、実施期間中には当該地区でアンケート調査等を行い、皆
様方のご意見を参考にしながら、町全体の実施に向けて、計画を

進めていきたいと患います。



健
康
づ
/
、
。
ス
ク
ー
ル

心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
充
実
し
た
毎
日

を
送
り
ま
せ
ん
か

。

今
年
の
健
康
づ
く
り
ス
ク
ー

ル

は
、
重
信
町
で
お
な
じ
み
の
素
敵

な
先
生
方
を
お
迎
え
し
て

、

身
近

な
テ
l

マ
で
開
催
し
ま
す

。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
下
さ
い

。

対
象

重
信
町
在
住
の
方

料
金

無
料

申
し
込
み

事
前
に
保
健
婦
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い

。

日 時 内 容 構 師 場所

国立病院
10月 2 日 (木) 忍び寄る前立腺がん 四国がんセ ン ター 町民会館
午後 1 時

あなたは大丈夫ですか 泌原器科 大ホール
"-'3時30分

医師 住吉 義光

10月 9 日 (木) 健診で見えないものまで 愛媛大学医学部
町民会館

午後 1 時30分 見え て く る 公衆衛生学
第1 、 2研修室

"-'3時 一健診内容と結果の知識一 教授 小西正光

10月 16 日 (木)
ポケないための 松山記念病院 町民会館

午後 1 時30分
ポケ (痴呆)の知識 医師 山本 芳成 第1 、 2研修室

"-'3時

10月 23 日 (木) 生活習慣病の親介
愛媛大学医学部

町民会館
公衆衛生学午後1 時30介

高血圧にかつ
教授小西正光

第1 、 2研修室
"-'3時

，守j

ポ

防

接

種

日 程 対 象

10月 14 日 (州
平成8年7月 l 日~平成9年l月 31 日生まれ

及び生後90か月未満の未接種児

1 0月 21 日(州
平成9年2月 1 日一6月 30 日生まれ l

及び生後90か月未満の未接種児

別名川、児マヒ 。 といい、ポリオウィ
つ病 ルスに感染すると 100人中 5- 6人はか
い気

ぜの様な症状、 発熱、頭痛、幅吐が現
てに

れ、まれに運動麻療がおこります。

と予 経口服用します。 弱毒化された安全な

副反接防 ワクチンですがまれに麻療をおこす

応種 ことがあります。 (100万人にl人程度)

備 下痢・幅吐をしているとできません。

考 毎年5月と 10月に実施

場 所 町民会館 2階大ホール
そ 受付時間 午後2時-2時30分(時間厳守)
の

持参品 母子健康手帳、予防接種子他
帳(予診票)、印鑑、体温計

オ
予

リ

カ予防接種を受ける前!こ公

町
を
信
帳
重
手
い

と
種
さ

帳
接
下

手
防
参
)

g

康
予
持
へ
1
f
コ

吋
健
の
ご

G
t

〈

観
)
子
行
ず

田
発
必

。

。予防躍についてご不明
怠点は、 福祉課保健婦ま
でお問い合わせ下さい。

。お子さんの健康状態を
よく知った人ガ連れて
行きましよう。

愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院

市
民
健
康
講
座
は
、

一
般
社
会

人
の
健
康
に
関
す
る
意
識
の
向

上
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
の

人
々
の
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
年
一
回
開

催
し

て
い
ま

す
。

対
象一

般
社
会
人
約
百
五
十
名

目
時九

月
二
十
七
日
出

午
後
二
時
1

四
時

場
所重

信
町
志
津
川

愛
媛
大学
医
学
部
臨
床
第
一
講義
室

テ
l

マ

『
い
の
ち

』

内
容司

会
附
属
病
院
長
藤
田
繁

「
身
近
な
危
険
」

救
急
医
学
教
授
白

川

洋
一

「
共
に
生
き

る

」

地
域
・
老
人看
護
学
教
授小

野
ツ
ルコ

受
講
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大学
医
学
部
総
務
課
庶
務
係

国
九
六
四
l

五
一
一
一

(
内
線
五
一
二
四
)
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男
性
料
理
教
室

(
初
級
)

十
月
五
日
制

午
前
九
時
三
十
分
l十

二
時

町
民
会
館
調
理
室

松
山
シ
ェ
フ
ル
l

ル

高
橋
博
子
先
生

①
豆
腐
め
し

②
豆
腐
と
ツ
ナ
の
揚
げ
団
子

③
冬
蔚
豆
腐
湯

④
豆
腐
ス
テ
ー
キ

受
講
料
無
料
(
但
し
材
料
費
千

円
は
個
人
負
担
)

募
集
人
数
二
十
人
(
先

着
順
)

申
し
込
み
期
限

九
月
二
十
九
日
間

(
T
E
L
可
)

日
時

講場
師所

献
立

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
l

一
五
O
O

刊

中
央
料
理
教
室

(
後
期
)

町
内
在
住
女
性
三
十
名

十
月
二
十
三
日
、
十
一
月

十
三
日
、
十
一
月
二
十
七

日
、
十
二
月
十
八
日
、
一

月
二
十
二
日

午
前
九
時
三
十
分
l十

二
時

場
所
町
民
会
館
栄
養
指
導
室

内
容
季
節
に
応
じ
た
家
庭
料
理

参
加
費
三
、

0
0
0

円

(
材
料
費
の
み
)

講
師
松
山
シ
ェ
フ
ル

l

ル

高
橋
博
子
先
生

申
し
込
み
期
限
九
月
三
十
日
仰

日対
程象

時
間

章

教

文
章
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
潔
な
文
章
、
美
し
い
文
章
、
感

動
的
な
文
章
。
叙
事
文
、
持
情
文
、

随
筆
文
、
書
簡
文
、
自
分
史
:
:
:
。

文
章
教
室
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

章
の
書
き
方
を
実
践
を
通
し
て
学

び
ま
す
。
年
に
二
度
と
こ
一
旅
行
を

し
て
紀
行
文
の
書
き
方
も
勉
強
し

ま
す
。
文
章
教
室
に
は
よ
い
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
。
よ
い
出
合
い
が

あ
り
ま
す
。

文
は
人
な
り

l

。
楽
し
み
な
が

ら
、
と
き
に
は
苦
し
み
な
が
ら
、

自
分
の
文
章
を
磨
い
て
い
く
。
入

っ
て
み
ま

せ
ん
か
文
章
教
室
へ
。

日
時
九
月
十
二
日
働

九
月
二
十
六
日
働

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

場
所
町
民
会
館

一
階
婦
人
室

受
講
料
無
料

講
師
和
田
重
作
先
生
(
元
愛

媛
新
聞
編
社
編
集
委
員
、
愛
媛

県
生
涯
学
習
推
進
講
師
)

同
福
寿
大学

ペ
タ
ン
ク
で

健
康
づ
く
り
仲
間
づ
く
り

ペ
タ
ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま

れ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、
金
属
製
の
ボ

ー
ル
を
い
か
に
目
標
物
の
近
く
に

投
げ
(
転
が
せ
)
ら
れ
る
か
と
い
う

簡
単
な
ル
ー
ル
の
競
技
で
す
。
気

軽
に
ご
参
加
下
き
い
。

. ~" .!' 
句"'_.:.11‘-・EF

町老連「ペタンク講習会」

ミニ旅行(大洲臥龍山荘)

講
師愛

媛
県
ペ
タ
ン
ク
協
会
会
長

福
岡
滋
之
先
生

日
時九

月
二
十
四
日
附

午
後
一
時
三
十
分
1

(
雨
天
の
場
合
は
、
九
月
三
十
日
ω
)

場
所重

信
清
愛
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

星

教

空

日
程
・
内
容

①
九
月
八
日
側

日
食
・
月
食
、

の
観
測

②
十
月
六
日
開

惑
星
(
土
星
・
木
星
)
の
観
測

時
間
午
後
七
時
三
十
分

i

九
時
三
十
分

場
所
図
書
館
四
階
天
体
観
測
室

講
師
四
国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

受
講
料
無
料

参
加
希
望
者
は
必
ず
事
前
に
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
T
E
L
可
)

望
遠
鏡
で
月

皿
ヶ
嶺
一日
登
山

十
月
十
日
幽

午
前
八
時

(
町
民
会
館
出
発
)

募
集
人
数
九
十
名
(
先
着
順
)

参
加
費
無
料

申
し
込
み
資
格

小
学
生
以
上
の
町
内
居
住
者

(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

参
加
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

(
T
E
L
可
)

日
時



お
牒
り
教
室
で
教
わ
っ
た
こ
と

「
人
は
一
日
に
最
低
五
人
の
人
と

話
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
聞
い
た

事
が
あ
り
ま
す
が
、
歳
と
共
に
何

と
か
美
し
い
言
葉
で
楽
し
い
会
話

を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ

ー
と
し
て
の
御
経
験
豊
か
な
、
そ

し
て
教
養
深
い
お
人
柄
の
山
崎
先

生
に
教
え
を
受
け
ま
し
て
、
回
を

重
ね
る
毎
に
そ
の
静
か
で
き
わ
や

か
な
語
り
口
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
。
『
女
の
器
量
は
言
葉
し
だ
い
』

と
い
う
本
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
一
歩
進
ん
で
相
手
を
思

う
「
話
し
心
」
そ
の
基
礎
を
た

っ

ぷ
り
と
教
え
て
項
き
、
し
み
じ
み

1 11 田ぢ乙けれ;;

中
国
通
化
市

児
童
絵
画
展

重
信
町
児
童
と
中
国
通
化
市

児
童
と
の
絵
画
交
流
が
、
双
方

の
友
好
を
深
め
る
た
め
一
昨
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
通
化
市
児
童
の
書

画
切
り
絵
二
百
二
十
点
が
届
き

ま
し
た
。

う
な
ず
き
心
に
染
み
ま
し
た
。

人
前
で
の
三
分
ス
ピ
ー
チ
は
誰

も
が
苦
手
な
も
の
で
す
。
気
取
ら

ず
固
く
な
ら
な
い
で
、
そ
の
丸
い

心
が
相
手
を
包
み
込
む
よ
う
、
優

し
く
ユ
ー
モ
ア
が
飛
び
出
す
話
し

方
は
、
心
の
内
を
研
く
事
、
読
書

を
怠
ら
ず
自
ら
の
内
容
を
高
め
て

謙
虚
な
心
を
忘
れ
ぬ
事
等
、
人
格

形
成
上
の
反
省
が
出
来
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
勿
論
で
す

が
、
前
向
き
な
仲
間
の
方
々
に
啓

発
さ
せ
ら
れ
大
切
な
、
そ
し
て
幸

せ
な
時
間
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の

念
で
一
杯
の
気
持
ち
で
す
。

(
横
河
原
佐
伯
朱
美
)

山崎先生と受講者の皆さん

次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い
。

場
所
町
民
会
館
一
階
ロ
ビ

l

期
間
九
月
十
日

1

三
十
日

圃面0:'

監督 スティーブン・スピルパーグ

アラスカの小さな町ノーム
に住んでいたノ勺レトは、ふつ

うの犬と違ってお母さんから

狼の血を受けついできた。大

きい足と鋭い牙、そして狼そ

っくりの遠吠えの声。犬から

は仲間はずれにされ、狼たち

の群れにも入れな，)/，{ル卜の夢は、いつか犬ゾリ・

レースに出場して活躍すること 。

9 月 27 日(土)
①午前10時-11時20分
②午後 2 時-3 時20分

場所町民会館大ホール

当日会費 500円( 4 才から)

主催 重信町親と子の良い映画をみる会

後援重信町教育委員会
重信町文化協会

連絡先佐藤田964-9608

日時

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

体
験
構
座

最
近
話
題
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

に
触
れ
、
時
代
に
適
応
で
き
る
知

識
を
修
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時九

月
二
十
七
日
出

午
前
の
部
午
前
九
時
i

十
二
時

午
後
の
部
午
後
一
時
1

四
時

募
集
人
員
(
先
着
順
)

午
前
・
午
後
各
二
十
名

場
所
町
民
会
館

第
一
・
二
研
修
室

受
講
料
無
料

申
し
込
み
期
限

九
月
十
九
日
働
(
T
E
L
可
)

天
体
望
遠
鏡

取
扱
い
講
習
会

日
時九

月
二
十
九
日
開

午
後
七
時
三
十
分
1

場
所町

民
会
館
第
一
・
二
研
修
室

講
師四

国
天
文
協
会
会
員
堀
寿
夫
先
生

募
集
人
数

二
十
人
(
親
子
で
の
参
加
も
可
)

受
講
料
無
料

申
し
込
み
期
限

九
月
二
十
二
日
間

(
T
E
L
可
)

※
修
了
者
へ
は
、
八
十

m
天
体
望

遠
鏡
の
貸
出
し
を
行
い
ま
す
。

さ
お
ば
か
り
(
樟
秤
)
が

生
き
て
い
た
と
き

第
十
三
回
ロ
ビ
l

展

一
昔
前
の
生
活
文
化
を
伝
え

る
も
の
の
中
か
ら
、
お
菓
子
や

砂
糖
を
量
っ
て
売
っ
て
く
れ
た

秤
。
今
も
魚
売
り
さ
ん
が
使
う

秤
な
ど
な
ど
を
。

体
験
で
き
る
梓
秤
(
さ
お
ば

か
り
)
も
用
意
し
て
の
展
示
。

歴
民
に
電
話
が
つ
き
ま
し
た
。

冨
九
六
四
l
O
七
O

一

F
A
X

兼
用
で
す
。

〈
九
月
の
休
館
日
V

-
1
-
7
3
3
R
d
p
O

咽
l

a
-
-

司

'
i
'
t
1

ム
唱

i
n
L

円
L
q
J
Q
.
u
n
u
z

』

q
L
q
L
q

'白

q
J
E
t
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ど
う
思
い
ま
す
か

野
村
監
督
の
「
i
D

野
球
」

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
フ
ァ
ン
に
は

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
プ
ロ
野

球
の
セ
リ
ー
グ
は
、
野
村
監
督
ひ

き
い
る
ス
ワ
ロ

l

ズ
が
首
位
を
走

っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
は
最
下
位
で
す
。

(
八
月
二
十
日
現
在
)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
野
村
監
督
は

l
D

野
球
の
実
践
家
と
し
て
有
名

で
す
。
l
D

と
は
、
イ
ン
ポ

l

テ

ツ
ド
・
デ
l

タ
の
略
で
、
「
デ
l

タ

重
視
」
を
意
味
す
る
和
製
英
語
で

す
。
野
村
監
督
は
相
手
チ
1

ム
の

選
手
の
個
人
情
報
を
徹
底
的
に
収

集
し
、
分
析
し
、
実
戦
に
生
か
し

て
好
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
人
聞
は

誰
し
も
自
分
の
得
意
と
す
る
も
の

を
自
慢
し
た
い
性
質
を
持
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
、
人
間

で
あ
る
限
り
人
に
か
く
し
て
お
き

た
い
部
分
や
「
弱
み
」
も
持
っ
て

い
ま
す
。
過
去
に
も
現
在
に
も
、

「
か
く
し
て
お
き
た
い
」
こ
と
が

あ
る
か
ら
こ
そ
人
間
な
の
で
す
。

人
聞
が
社
会
生
活
の
中
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
そ

う
し
た
「
か
げ
」
の
部
分
が
他
人

の
自
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
。
こ
れ
を
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
い
っ
て
人
権
の
大
切
な
柱

の
一
つ
で
す

。

こ
の
よ
う
に
、
人
聞
の
誰
も
が

持
っ
て
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
暴

き
た
て
、
そ
の
人
の
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
結
婚

や
就
職
と
い
う
人
生
の
門
出
を
目

茶
苦
茶
に
し
て
し
ま
う
の
が
、
身

元
調
査
で
す

。

し
か
も
、
こ
う
い
っ
た
身
元
調

査
は
、
身
元
調
査
が
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
、
そ
の
結
果
不
利
益
を
受

け
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
を

受
け
た
本
人
に
は
分
か
り
に
く
い

の
で
ム
す
。

つ
ま
り
、
自
分
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が

暴
か
れ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
身

元
調
査
の
結
果
不
当
な
差
別
を
受

け
た
と
し
て
も
、
法
的
に
争
う
こ

と
が
困
難
な
の
で
す
。

で
は
、
結
婚
や
就
職
に
際
し
て

問
い
合
わ
せ
や
調
査
が
許
さ
れ
る

の
は
ど
ん
な
範
囲
で
し
ょ
う
か
。

「
お
見
合
い
」
を
結
婚
の
き
っ
か

け
と
す
る
家
中
心
の
伝
統
的
な
日

本
社
会
は
、
「
釣
書
」
の
交
換
や
「
聞

き
合
わ
せ
」
を
当
り
前
の
こ
と
と

し
て
許
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
釣
書
の
釣
り
と
は
、
家
と

家
と
の
釣
り
合
い
が
と
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
意
味
す
る
封
建
社
会

の
名
残
り
で
す
。

聞
き
合
わ
せ
や
調
査
は
、
本
人

が
表
明
し
て
い
る
こ
と
や
公
開
し

て
も
良
い
と
考
え
て
い
る
部
分
に

つ
い
て
は
許
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
就
職
の
際
に
提

出
す
る
履
歴
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
項
や
、
結
婚
の
際
に
お
互
い

に
交
換
す
る
自
己
紹
介
の
内
容
な

ど
で
す
。

こ
れ
と
て
、
自
分
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
調
べ
ら
れ
て
い
る
と
し

た
ら
決
し
て
気
持
ち
の
良
い
感
じ

は
し
ま
せ
ん
。

特
に
、
企
業
に
よ
る
内
定
前
の

身
元
調
査
は
、
法
務
省
決
定
や
労

働
省
通
達
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

最
初
に
も
ど
り
ま
す
が
、
野
村

監
督
の
「
|
D

」
野
球
の
情
報
源

は
、
過
去
に
放
送
さ
れ
た
試
合
の

ビ
デ
オ
を
徹
底
的
に
分
析
し
た
も

の
で
、
野
球
に
関
係
の
な
い
選
手

個
人
の
私
生
活
な
ど
に
関
す
る
も

の
で
は
な
い
の
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
に
は
当
た
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
野
村
監
督
の
戦
術

が
、
世
間
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

h
vじ
M聞
を
恕
く
す
た

M
mに

重
信
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議

〆
ー

声
か
け
運
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

役
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

j

子
供
た
ち
と
の
「
か
か
わ
り
」
を
豊
か
に
j

今
年
度
第
一
回
の
「
い
じ
め
・
に
は
、
大
人
た
ち
、
親
た
ち
へ
の

登
校
拒
否
問
題
対
策
連
絡
会
議
」
啓
発
が
大
切
で
す

。

地
域
の
子
育

の
話
合
い
で
、
今
後
の
運
動
は
、
て
は
、
ま
ず
地
域
づ
く
り
か
ら
出

「

声
か
け
運
動
」
一
つ
に
絞

っ
て
発
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大

強
力
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
人
た
ち
に
、
親
た
ち
に
変
わ
っ
て

し
た
。
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

先
月
号
で
は
、
啓
発
の
在
り
方
三
目
的
指
向
的
な
活
動
を
通
し

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
の
で
、
今
て
人
間
関
係
の
深
化
を

月
は
、
「
声
か
け
」
の
場
づ
く
り
に
子
供
た
ち
の
ニ

l

ズ
は
多
様
で

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
で
述
べ
た
、
地
縁
的
な
活

す
。
動
だ
け
で
は
、
す
べ
て
の
子
供
に

一
日
常
の
「
声
か
け
」
を
十
分
な
満
足
は
与
え
ら
れ
ま
せ

登
下
校
の
子
供
た
ち
に
、
休
日
ん
。
同
じ
目
的
や
興
味
・
関
心
に

に
地
域
で
遊
ん
で
い
る
子
供
た
ち
応
じ
て
子
供
た
ち
と
大
人
た
ち
が

に
、
愛
の
一
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
結
び
つ
い
て
充
実
し
た
活
動
を
展

子
供
た
ち
と
顔
見
知
り
に
な
る
こ
開
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
第

と
が
、
か
か
わ
り
を
深
め
る
第
一
回
の
領
域
」
の
開
発
が
新
た
に
求

歩
で
す
。
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
践
へ
の
道

ニ
地
域
行
事
を
通
し
て
「
語
り
を
探

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

合
い
」
を
学
校
外
活
動
の
充
実
は
、
こ
れ

伝
統
行
事
の
復
活
、
新
し
い
行
か
ら
の
生
涯
学
習
社
会
に
お
い
て

事
の
創
造
を
通
し
て
人
間
関
係
を
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
な
の
で

緊
密
に
し
ま
し
ょ
う
。
す
。
地
域
で
役
を
お
持
ち
の
皆
き

行
事
を
持
つ
場
合
の
最
大
の
関
ん
に
は
、
大
き
な
期
待
が
か
け
ら

門
は
、
参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
れ
て
い
ま
す
。

で
す

。

子
供
の
参
加
を
促
す
た
め

L_ 



コ
ン
ニ
チ
ワ

町
民
課
で
す

役
場
各
課
紹
介
第
五
回
目
は
私

達
が
生
活
す
る
上
で
最
も
基
礎
と

な
る
住
民
基
本
台
帳
、
ま
た
身
分

関
係
を
証
明
す
る
戸
籍
を
扱
っ
て

い
る
町
民
課
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
度
は
こ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
し

ょ
、
っ
か
。

cι' ‘ tV"- .)' 13 

町
民
課
に
は
ど
の
よ
う
な

係
が
あ
り
ま
す
か
?

戸
籍
係
と
住
民
係
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
?

町民課職員

戸
籍
係
で
は
、
人
が
生
ま
れ
て

か
ら
死
亡
す
る
ま
で
の
全
て
を
戸

籍
法
に
基
づ
き
登
録
し
て
い
ま

す
。
人
は
出
生
届
に
よ
り
初
め
て

戸
籍
に
記
載
さ
れ
、
婚
姻
屈
に
よ

っ
て
新
戸
籍
が
編
製
さ
れ
、
死
亡

に
よ
り
そ
の
戸
籍
か
ら
除
籍
さ
れ

ま
す
。
そ
の
他
離
婚
に
よ
る
除
籍
、

転
籍
、
養
子
縁
組
等
こ
れ
ら
は
全

て
皆
さ
ん
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
夫
婦
や
親
子
関
係

は
も
ち
ろ
ん
親
族
関
係
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
戸
籍
は
、
私
達
が
生

活
し
て
い
く
上
で
基
本
的
に
重
要

な
も
の
で
、
死
亡
に
よ
る
相
続
・

婚
姻
時
・
子
供
の
親
権
、
扶
養
の

手
続
等
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
印
鑑
登
録
、
住
民
登

録
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明
書
の
交
付
や

外
国
人
登
録
事
務
も
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
住
民
係
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
女
性
行
政
・
国
際
交
流
・

消
費
者
行
政
・
広
報
・
人
権
及
び

行
政
相
談
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
は
、
集
会
所

建
設
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

整
備
及
ぴ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
女
性
行
政

は
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
で
は
、

町
民
の
海
外
派
遣
に
よ
り
、
国
際

交
流
・
国
際
協
力
活
動
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

。
消

費
者
行
政
で
は
、
家
庭
用
品
の
品

質
表
示
の
立
入
検
査
や
、
消
費
者

保
護
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
報
「
し
げ
の
ぶ
」
を
毎
月

一
回
、
月
の
初
め
に
発
行
し
て
い

ま
す
。町

民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い
は
あ
り
ま
す
か

〈
戸
籍
係
よ
り
〉

転
出
や
転
居
、
出
生
届
は
十
四

日
以
内
、
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
は

七
日
以
内
に
必
ず
届
出
を
し
て
下

支
」
い
。

ま
た
、
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
は
、

ご
本
人
が
申
請
す
る
場
合
、
本
人

を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
免
許

証
ま
た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
等
顔
写
真

の
あ
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。
疾

病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に

よ
り
、
ご
本
人
が
申
請
で
き
な
い

場
合
は
、
代
理
人
に
よ
る
申
請
が

で
き
ま
す
。
(
委
任
状
が
必
要
)
そ

の
申
請
に
基
づ
き
、
郵
送
に
よ
り

本
人
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
即
日
登
録
は
出
来
ま
せ
ん
。

ご
注
意
下
さ
い
。

〈
住
民
係
よ
り
〉

広
報
担
当
係
で
は
、
み
な
さ
ん

に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
作
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
周

り
で
起
こ
っ
た
こ
と
、
地
区
の
イ

ベ
ン
ト

、
ま
た
、

「
ち
ょ
っ
と
お
も

し
ろ
い
も
の
が
あ
る
よ
。
」
等
何
で

も
結
構
で
す
の
で
、
情
報
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

ま
た
、
毎
月
一
回
第
二
木
曜
日

に
町
民
会
館
で
行
政
相
談
、
偶
数

月
の
第
三
木
曜
日
に
役
場
で
人
権

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
料
、

秘
密
厳
守
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

私
達
一
同
「
明
る
い
窓
口
」
を

モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す

。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

何
で
も
お
気
軽
に
お
申
し
つ
け
下

支
」
い
。

日
時

午
前
八
時
i

(
雨
天
の
場
合
は
、
十
九
日
同

に
順
延
)

場
所

重
信
川
河
川
敷
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
(
愛
媛
県
縁
化
セ
ン

タ
ー
西
隣
)

ク
ラ
ス
男

子
A

シ
ン
グ
ル

ス
、
男
子
A
ダ
ブ
ル
ス
、
男

子
B

ダ
ブ
ル
ス
、
レ
デ
ィ
ー

ス
ダ
ブ
ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス
、
親
子
ダ
ブ
ル
ス
、

初
心
者
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
一
人
千
五
百
円

(
査
食
・
飲
み
物
付
)

申
込
方
法
大
会
当
日
参
加
料

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ

主
催

後
援

重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

重
信
町
教
育
委
員
会
、

重
信
町
体
育
協
会

問
い
合
わ
せ
先
重
信
町
テ
ニ

ス
協
会
事
務
局
(
役
場
内

桐
野
ま
で
)

冨
九
六
四
ー
二
O
O

一



14 日 ιもすれミ

金
婚
式
骸
当
ご
夫
婦
追
加

広
報
七
月
号
に
掲
載
し
た
今
年

度
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦

の
名
簿
に
次
の
ご
夫
婦
を
追
加
い

た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〔
樋
口
〕

O

和
田
秀
夫
・
寿
美
子

O

渡
部
磐
吉
・
ヤ
ヨ
イ

o

相
原
正
隆
・
ス
ミ
子

〔
横
河
原
〕

O

和
田
俊
弘
・
ミ
ノ
ル

O

岡
本
寛
一
・
ユ
タ
カ

O

和
田
純
一
・
亀
代

O

田
中
軍
市
・
美
代
子

O

岩
井
正
幸
・
タ
カ
ヱ

O

安
永
保
・
き
ぬ
子

〔
志
津
川
〕

O

大
西
正
利
・
サ
カ
ヱ

〔
西
岡
〕

o

和
田
要
・
ス
マ
子

O

和
田
義
晴
・
カ
ツ
ミ

o

須
川
員
雄
・
千
代
子

O

竹
内
秀
雄
・
米
子

O

野
村
良
作
・
千
枝
子

0

川
村
義
幸
・
小
夜
子

〔
見
奈
良
〕

O

河
野
直
信
・
槽
子

〔
南
野
田
〕

O

平
岡
賢
・
イ
ツ
子

〔
北
野
田
〕

O

小
林
房
一
・
藤
子

O

隅
田
忠
俊
・
日
出
之

〔
上
林
〕

O

相
原
鹿
雄
・
マ
ス
子

O

八
木
恒
雄
・
ヌ
サ
ヨ

〔
下
林
〕

O

河
野
久
雄
・
ユ
タ
カ

o

杉
尾
寛
・
玲
子

O

野
中
忠
通
・
芳
子

O

伊
藤
仁
性
・
幸
子

o

佐
伯
博
一
・
包
子

O

越
智
文
六
・
ム
ツ
ミ

O

丹
生
谷
利
夫
・
タ
ミ
子

S月の納税
国民健康保険税

第 3期

納税期限

9 月 30 日(火)

特
別
弔
慰
金
の
支
給

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。

支
給
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
同
一
の

戦
没
者
に
つ
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
の
支
給
を
受
け

る
方
が
い
な
い
遺
族
で
す
。
次
に

挙
げ
る
遺
族
の
う
ち
、
そ
の
順
序

に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
お

一
人
に
、
額
面
四
十
万
円
の
国
債

が
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら
平

成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た

り
年
間
四
万
円
ず
つ
償
還
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
同
順
位
の
方
が
複
数

い
る
と
き
は
、
お
一
人
を
選
定
し

て
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

順
位

川
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の
受
給
権
を

取
得
し
た
方

ω
戦
没
者
の
子

ω
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
う
ち
、
戦
没
者
の
死
亡
当
時
、

戦
没
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い

た
方
(
た
だ
し
、
結
婚
や
養
子
縁
組

に
よ
り
、
現
在
、
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
人
を
除
く
)

凶
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

の
う
ち
、
戦
没
者
と
生
計
関
係
が

な
か
っ
た
方
お
よ
び

ω
で
除
か
れ

て
い
る
氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方

ω
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、
甥
、
姪
、

お
じ
、
お
ば
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の

配
偶
者
な
ど
、
三
親
等
内
親
族
の

う
ち
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続

き
一
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
方

請
求
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
請
求
し
て

い
な
い
方
は
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
ま
た

は
、
愛
媛
県
県
民
福
祉
部
社
会
福

祉
課
援
護
恩
給
係
(
冨
九
四

一
ー

一
一
一
一
一
(内
線
二
四
二
二
)
)ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

喫
茶
み
っ
ち
ゃ
ん
(
志
津
川
)

〈
香
典
返
し
〉

高
須
賀
幸
司
(
田
窪
)
亡
子
・
広
行

森
崎
い
と
(
田
窪
)
亡
夫
・
豊
次

越
智
道
雄
(
下
林
)
亡
母
・
シ
ゲ
ミ

高
見
和
政
(
北
野
田
)
亡
妻
・
美
智
子

就
業
構
造
基
本
調
査

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
全
国

の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
世
帯
の

十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
昭

和
三
十
一
年
か
ら
五
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
ば
れ
た
世
帯
に
は
調
査
員
が

お
伺
い
し
、
調
査
票
の
記
入
を
お

願
い
致
し
ま
す
の
で
、
御
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

。

調
査
票
の
秘
密
は
厳
重
に
守
ら

れ
、
調
査
関
係
者
が
秘
密
を
他
に

漏
ら
し
た
り
、
統
計
作
成
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
致
し

ま
す

。
な
お
、
調
査
に
関
し
て
ご
不
審

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

雷
九
六
四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
)
五
七
二



八
月
七
、
八
日
に
、
山
之
内
小

学
校
跡
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
恒
例
の
ほ
匡

わ
ん
ぱ
く
広
場
野
外
キ
ャ
ン
プ
を
叫
刊

行
い
ま
し
た
。
国
間

こ
れ
は
、
町
内
の
小
学
四
年
生
車
問

以
上
の
児
童
に
呼
び
か
け
、
毎
年
吋
M

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

f
A

台
風
の
接
近
で
'
〈
[

天
候
が
危
ぶ
ま
れ
ト
阻

ま
し
た
が
、
二
日
ん

聞
と
も
晴
天
に
恵
わ

ま
れ
、
野
外
炊
飯
、
匂A
W

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
副
司

ヤ
|
、
水
遊
ぴ
等
、
劃

楽
し
い
二
日
間
を
a
z

過
ご
し
ま
し
た
。

百 ιけれミ;15 

七
月
六
日
、
愛
媛
県
総
合
運
動
陸
園
、

公
園
(
体
育
館
)
に
お
い
て
自
転
車
u
t

競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
L

こ
の
大
会
に
は
、
松
山
南
警
察
イ

4

署
管
内
の
予
選
で
優
勝
し
た
北
吉
川
d

井
小
学
校
の
生
徒
及
び
母
親
チ
l
y

ム
が
出
場
し
、
県
下
か
ら
選
ば
れ
a
E

E
-
-

ム
と
、
自
転
車
実
技
大

及
び
学
科
試
験
を
競
い
合
い
ま
し
県

収位
め、そ

ま母の
し親結
たチ果

ム小
五学
住生
のチ
成|

北吉井小空白
自転車競技

第準優 A 男 戦ルム ま日
三優 ブ子結を二、男し、 子

位勝勝ロソ果展十女子た重供
ツフは開四子ソ 。信ス

牛八下クト次しチミフ 中ポ
淵反林 ボのま|ニト 学 |
地 A I としムパボ 校ツ

ルおたがス| 他大
り。参ケル で会
で加ッ十聞が
す しト九催八

、ボ チ さ月

熱 I I れ三

予供スポーツ大会開催
第準優 B 第準優 A 女第準優 C 第準優 B
三優 ブ三優 ブ子三優 ブ三優 ブ
位勝勝ロ位勝勝ロミ住勝勝目住勝勝ロ

ツ ツニ ツ ツ

樋田下ク上下横クパ田横樋ク牛見北ク
口窪林 林林河 ス窪河口 湖奈野
南 A AB 原ケ北原 団良田

A ッ A t也
ト新
ボ村
I A 

Jレ

九
月
十
四
日
に
行
わ
れ
る
ど
て

か
ぼ
ち
ゃ
カ
ー
ニ
バ
ル
。
今
年
で

十
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
出
来
は
、

台
風
に
よ
る
長
雨
の
た
め
、
つ
る

が
枯
れ
る
な
ど
し
て
、
あ
ま
り
良

く
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
拝

志
保
育
所
で
は
い
く
つ
か
大
き
く

育
っ
て
い
ま
し
た
。

、。

今
年
は
ど
ん
な
か
ぼ
ち
ゃ
が
勢

ふ

ぞ
ろ
い
す
る
か
楽
し
み
で
す
。

下カカ肋
E
T
1
 

4リ
,

AE

E 
「戸
」

軍
闘期早の報広 @官氾石泡ノ叡岳包匙宅島宅ゆ包ゆ@

九
月
1

平
成
十
年
一
月

毎
日
曜
日
午
前
十
時1
十
二
時

河
川
敷
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
田
窪
)

募
集
対
象
小
学
生
以
上
、
及
び
そ
の
親
子

内
容

。
基
本
的
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う

(
ビ
デ
オ
で
チ
ェ
ッ
ク
)

。
楽
し
く
遊
ぽ
う
ク
リ
ス
マ
ス
大
会

月
会
費
一
千
円
(
ポl
ル
代
)

主
催
重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

後
揖
重
信
町
教
育
委
員
会
、

体
育
協
会

申
込
先

重
信
町
テニ
ス
協
会事
務
局

(
役
場
内
桐
野
)

冨
九
六
四
l

二
O
O
一

一
般
の
方の
レ
ッ
ス
ン
も
行
っ
て
い
ま
す

場日期
所時間

②包氾ぺ江予定か官忠信沼b屯泡ぺ以w

七
月
二
十
六
日
、
台
風
九
号
が

紀
伊
半
島
付
近
を
通
過
し
、
日
本
'
ー
・

海
へ
抜
け
ま
し
た
。
山
之
内
地
区

H
コ

で
は
、
二
十
六
・
二
十
七
日
の
二
発

日
間
に
わ
た
り
、
多
い
所
で
四
百
害

ミ
リ
を
越
え
る
悶
が
降
り
、
山
腹
“
κ

崩
壊
・
橋
梁
崩
壊
・
床
下
浸
水
な
お

ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
一-
u

い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
《

-
，
』

で
し
た
。
現
在
、
県
並
び
に
町
に
J
E

よ
り
、
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い
ま
阜
=

す
。

9

本
年
は
台
風
の
上
陸
が
、
例
年
風

に
較
べ
て
多
い
と
い
う
予
想
が
発
品
ロ

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
台
風
情
報
に
.

は
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
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8月 10固までの届出分

田岡田志西見宮西宮志西横牛見回 住
i章奈2" :I: ì章 河原 奈

窪窪窪 川岡 良百 岡 百 川岡 洲良窪 所

桝榊 石東鎌安信小白紀耳夫由 釜神水大波 保
野野川 田平宮林室止喜住 谷野口沼部 iI 
嘉徳嘉 功亮利 俊紀 信 和英 慎
徳司 一 清幸 誠 也憲裕治

者

賀貴 fv 和賞 平。郎成ぢ子千夏ち晋tI結ゅ裕?梨ゆ~ t利 リ優?佑?奈な隻条t-稚ti 
出
生き さ 1輔麻t紀s奈な子こ捺な太 fニ太 fニ穂 11 ぇ文 児

8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 生

-・・・・・・ e ・・・ ・・ ・・
年

4 4 27 25 21 21 17 17 15 12 12 10 9 7 6 
月
直

お
誕
生
お
め
で
と
う

の籍戸

4満 2歳
ゆい

青木 唯ちゃん
上林(H7.9.17生)

これからも元気いっぱいで楽し

い歌やおしゃべりをきかせてね.

(父・穂、 母・ひろみ)

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

周牛山牛見岡田西北西国南回回 住

之 ，式"、 野 野
窪洲内湖l 良窪窪岡田岡窪田窪窪 所

新美曲波相叩国池小森山篠森千兵石機末光 窪進 氏田 部 川県崎? 頭橋 田藤
忠子和節時信ル豊次サ代秀 英幹ー岩愛 名
望 雄子子ヱ ヨ 樹司郎男子

71 68 81 76 67 84 90 92 71 56 83 79 85 66 
年
A寸b3-

8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 事E
亡
の

5 5 2 31 29 29 28 25 23 23 17 16 15 12 日

ん
帥
/

や
川
口
こ
ね

A
H・4

.
冷
1
知
汗
韻

か
亦
仙
川
河
宵
ほ

の
富
山V
H

必
至

ほ
諭
智
汎
中

歳

E

部
川

ミ
J
a
e
E

や

渦
越
山
附お

'砂

(父・治徳

満 3 歳までのお子織を募集します/

掲載ご希望の方はお誕生月 の前月 10 日までに、写真に
保護者のコメントを添えて役場町民課までお送り下さい。

日(曜) rr 事 名 時間 場所 日(躍) 1T 事 名 時間 場所

1 (羽 健康生活相談 9:00-11:00 役場保健婦室

健康づくりスクール①含円。l立腺がん検診 13: 00-15: 30 町民会館 育児相談教室
-・ ・ー ー ・・・ ・・・ー . ー ・・・・ ー ー ー ー ーー ーーー

2 同 9: 30-11 : 00 南吉井保育所

健康生活相談 9: 00-11 : 00 役場保健婦室 10か月児乳児相談
』ーー』 ーー ーーーーー ー --・. --- - ・ -- --

- -ーーー ー 『 軍 司 帽-- ・ ー ー・・ ・ ・ ー ーー・・・ー ー ー- --・ ・ ・ ・・・・・ ーーー- ------ー ーーー ーー・ 』ー 17幽 9:45-10:00 町民会館

3 幽
育児相談教室 9: 30-11 : 00 町民会館 (H8年12月生まれの者)

健康づくり料理講習会 10 : 00 -12 : 30 矯磨台団地集会所 4か月児乳児健診
ーー・ー，ーーー ーー ー ー -- ・・・ ・ ・ ・・ ・ ー .

文章教釜・ 19 目 30 - 町民会館 (H9年5月生まれの者)
13: 30-14 : 30 町民会館

4ω 18出

5 (日) 3当1世番的医平井友主霊内ー科ー ー ・ー小- -児- -科- - ー ーーーー ーーー ー ー l_9_松:3山?二市水ー -泥- -町I ~~箇-F9手7ー6三-6ー2持62 19(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 賃借町償河原 11964-2411 

20伺) リ ハ ビリ教室 13: 30-15: 30 町民会館

6 開)
リ ハビリ教室 13: 30-15: 30 町 民会館 冗気母ち ゃん学級③ 9: 30-15: 00 町民 会 館
- -ー 司 ー，ー--- ーーーーーー- --------- - ーー “ー ー ----ーー- -ーーーー

図 舎 館 4 F ポリオ生ワクチン投与
------------ー・・- -・・ーー ーーーー

星空教室 19: 30-
町民会館

7ω おとしより健康相談(要予約四964-4170) 14: 00-16: 00 町 民会館
2l(刈

IH9年2月 -6月生まれ及び90か月未満の未投与児)
14: 00-14: 30 

胃がん ・大腸がん検診 (40才以上の住民) 1 8: 40-10 : 00 町民会館 おとしより健康相談(要予約図964-4 1 70)
ー ーーーーーーー・・ーーー ー ー - - 司司『 ・ ーー ・ - -

14: 00-16: 00 町民会館

B附
子宮がん・乳がん検診 (30才以上の女性) 113 ・ 00-14 ・ 00 町民会館 基本健康診査(検査日)

移動図書館車運行(志津川、西岡、牛洲) 22併4 (40才以上の住民) I 9: 00-11 ・ 30 町民会館
ー・ー ーーー ーー ー ー・ ー・ーー ・・ー ー ー ーー『ー-- -ー，ー 咽ー ー ーー ・・ーーー， 骨 ' 曙 - --- -ー ー ・F ・・・・ ・ ・ ・・

移動図書館事運行(志津川、西岡、 牛 i持ij)生き生き講座 13:30へ 19 : 30- 町民会館[

胃がん ・大腸がん検診 (40才以上の住民) 1 8: 40 -10 : 00 町民会館 心配ご と相談所 回f}、 33新::0310~15 野11田~I町町、南民民町・悶会会) 館-・・・・・・・・ ・ ・ 』 ーーーー』・・ー ーーーーー ーーー司ーーー ー--ー ---・ ー・ーーー - ---・ ・・ーー・ ・ ー

健康づ くりスクーjレ@ 113:30-15 館
9 (柑

行政心配ごと相談所 13 ・ 00-15 ・ 00 町民会館 23(利

健康づ くりスク ール② 13: 30-15: 00 町民会館 移動図書館車遂行(上樋、 帰踏台、 野 村、北
ーー - - --・・・・・・ー ・- -------ー ー 』ー ー- ー -- _ - - - --ーーー---- - ・ ー ーー・ ・ー ーー ・ーーー

移動図書館事運行(上樋、 f番磨台、野田、新村、 北野問、南野田) 食生活相談 9: OO-ll : 00 役場保健婦室

祝日のため可燃ごみ収集休みます。
24幽

育児相談教室 9: 30ー 11 ・ 00 町長 会 館

不燃物回収日 文章教室 19: 30一 町長 会 館
10幽

長:宇津五二二二二二二二二[8~~骨三二二町長~(ti'，-ネj 移動図書館車運行(上村、 下林、 上林)

当番医波留内科 松山市南侮本町宮975-2232
25(士)

不燃物回収 日

11ω 獅子舞大会 13: 30一 町民会館 riじみ1主Ll逸話F二J子iヲ~*~;下fi~正j-r-9-:-ÕÕ工 ー ーーー- r~i-瓦五-f~

12(日}
地方祭 26(日) 当番医< tまた内科 松山市北侮本町 11970-00111
ー ー ・・・ー ・・ ・ ー ・ーーーー - -・ー・ ーー ー ・ー・・・ー ー・ー ー 』・ ー ーーーー 'ー ー ・ ・・・・・ー ー ・-- -ーー ・---

巡X長回健官主連康ー相ーー談ーー(各ーー地ーー区ーー)ー2ー9ー日ーー付ー申ーまー ーでー ー ーー - rl-9- :- 3Õ二ー ー ー ーー [面r 瓦五 - li !当番医永山内科 松山市北梅本町包976-1788
27伺)

1 3伺)

ポ(H8リ年7オ月生ー Hワ9年クl 月チ生 ンまれ投及与び90か月未満の未投与児)河1 1原4).00-14.30| || 町 民 会 館 粗大ごみ閲収日 | 

14(刈 28(刈 本芹竺1lß1平~< 1) 実竺i常幸芳賀~(丹空)T~二?ヒLそ~~~[~~~究明-1: /1-
移動図書館車運行(山之内、樋口、横 移動図書F館事運行(山之内、樋口、積河原)

15附 3才克理器(H6年3月・4月生まれ及び4才未満の未受診児) 13: 30-14: 30 町民会館 29附 女性の健康づくり食生活改善講習会(南野田) 1 9 ・ 30-12 ・ 30 南野田集会所

人権相談 10 : 00 -15 : 00 役場2階第I会議室 30附
ーー・ ・・・・・・・ーー・ - -ーーーーー・ ・ ーーーーーー ・ ー ー ー ーー ・ ・・・ ・・ -- --

町民会館 阿?]そ県与i民
113 1

税
ßiR芳第3男期ー、ー国ー ー民ー健ーー康ーー保ーー険ーー税ー第ーー4ー期ーー納ー期1 限1、.水刊道二使II用-料??8l月唄・主9月青分空納費期F限f 16(:柑 離乳食学級(H9年6月 ・ 7月生まれの者) 13: 30-15: 00 

3 1幽ー-ーー・ ーーー ー 』 ーーーーーーー・・』・ー ー・ ーー ー ーー ー ー .ー ーー ー・ーー・ ・ ・・ ・・ー ・.

町民会館健康づくりスク ール③ 13:30-15:0。

NTT四国電話帳鮒印刷司!i>791-02 重信町大字志津川972番地雷(089) 964-2001(代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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